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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】均一なナノサイズの金属コア粒子を連続的に製
造し、反応チャンバ上に電位制御が可能な面積を増加さ
せて、コア粒子の表面に塗布されるシェル金属の厚みの
均一性を改善する、反応装置の提供。
【解決手段】作業電極として機能し、上下動可能に設け
られた上部面１０と、作業電極として機能する壁面２０
と、下部面３０と、基準電極２０１と、電源部２０３と
、溶液注入部とを含み、上部面１０は、電磁モータある
いは人力により、上下動可能で、反応チャンバ内の溶液
が上部面１０、又は上部面１０と反応チャンバ壁面２０
の隙間にすり抜けないように、反応チャンバの内径に合
わせて構成され、下部面３０には、反応チャンバの内部
の分散を均一にするために、羽根車３０２又は超音波拡
散装置３０１を含む、反応装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下動可能であり、伝導体からなり、作業電極として機能する上部面と、
　前記上部面が内部で上下動可能であるように、上部面と形状が同一であり、上部面の直
径と内径が同一に構成され、伝導体からなり、作業電極として機能する壁面と、
　前記上部面と対向し、壁面に連結された下部面と、
　基準電極及び電極に電圧を印加する電源部、溶液注入部とを含むことを特徴とするＵＰ
Ｄ反応装置。
【請求項２】
　前記ＵＰＤ反応装置は、チタン、ニオビウム、又は、黒鉛のいずれか１以上を含むこと
を特徴とする請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項３】
　更に、前駆体の種類、前駆体の含量、反応液の種類、温度、圧力、電圧、生成物の濃度
を示すディスプレイ部を含むことを特徴とする請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項４】
　更に、温度、圧力、電圧、生成物の濃度を測定するセンサーを含むことを特徴とする請
求項１又は３に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項５】
　前記生成物の濃度を測定するセンサーは、赤外線光源と、赤外線光源を感知する感知器
とを備えることを特徴とする請求項４に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項６】
　前記上部面は、電磁モータ、及び前記電磁モータに連結された駆動軸により、上下動可
能であることを特徴とする請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項７】
　前記上部面は、駆動軸により上下動可能であり、手動でも調整可能であることを特徴と
する請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項８】
　前記上部面は、上部面の下部の溶液が上部面を通過して、上部面の上部にすり抜ける複
数のチャンネルを含み、前記チャンネルにはフィルターが含まれることを特徴とする請求
項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項９】
　前記上部面は、上部面の上部の溶液が上部面を通過して、上部面の下部にすり抜ける複
数のチャンネルを含むことを特徴とする請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項１０】
　前記壁面には、壁面を貫通して、２以上の基準電極とカウンター電極とが設けられ、前
記壁面の内壁に、前記基準電極とカウンター電極が突出せず、前記壁面内の溶液と接触す
る基準電極及びカウンター電極の端部には、フィルターが位置することを特徴とする請求
項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項１１】
　前記下部面には、反応チャンバ内の溶液を混合する羽根車と、羽根車を駆動するなモー
タとが設けられることを特徴とする請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項１２】
　前記下部面には、反応チャンバ内の溶液を混合する平板状又は凸状の超音波発生装置が
設けられることを特徴とする請求項１に記載のＵＰＤ反応装置。
【請求項１３】
　前記羽根車又は超音波発生装置は、前記下部面に埋め込まれて、外部に突出しないこと
を特徴とする請求項１１又は１２に記載のＵＰＤ反応装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、均一なサイズ及び厚みの粒子状物質を大量生産する製造装置に関し、具体的
には、電位差に基づくＵＰＤ反応装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　触媒は、現代の産業社会で最も広く使われる高付加価値の消耗材であって、精製、生産
などの様々な産業用途を有している。水素製造、水素化脱硫など、プラント級の充填塔反
応器などの大型製造施設から、水素燃料電池のような小型装置まで幅広い範囲を有してお
り、特に、燃料電池の場合、汚染物質を排出しない環境にやさしいエネルギー源であって
、従来の石油に基づく化石燃料を代替することができる高い市場潜在力を持つ新産業とし
て脚光を浴びている。
【０００３】
　水素燃料電池は、水素を直接に化学反応させて電気を生成するシステムであって、陰極
では水素が酸化され、陽極では酸素が還元されて、水が得られる。この過程において、水
素燃料電池の作動温度は、約５０度～１００度で比較的低温であり、高いエネルギー密度
を有しているというメリットはあるものの、低い反応温度で低出力であり、多量の白金触
媒の使用、表面に生じる水蒸気の除去などの様々な問題点を有しており、特に、電気生成
過程で生じる数万回以上の酸化還元反応は、触媒の活性低下などを引き起こし、結果とし
て、燃料電池の性能を低下させている。
【０００４】
　従来の産業において、プラント級の大型施設では、触媒の均一性及び純度があまりに影
響していなかったが、水素燃料電池のように白金などの貴金属の使用量が増大し、限定し
た空間内で反応が起こる場合は、触媒の均一性及び純度が、製品性能の核心変数となって
いる。
【０００５】
　このような問題を解決するために、韓国公開特許第２００９－００４５４１２号は、Ｍ
コア/Ｍシェル構造を含む触媒粒子として、内部粒子のコアがパラジウムであり、外部粒
子のシェルが白金からなる触媒粒子を提案している。しかし、同技術の場合、コロイド性
分散液を除去せず、触媒活性が落ちるという不都合がある。また、韓国公開特許第２００
６－００８２５９５号では、パラジウムからなる金属化合物粒子、及び前記粒子の表面の
全部に、白金又は白金含有の合金コート層を含むコアーシェル構造の活性粒子で構成され
、パラジウムを含む前駆体化合物を溶解させて前駆体溶液を製造し、金属化合物粒子を触
媒担体に担持した状態で乾燥させる燃料電池用電極触媒の製造方法について提案している
が、触媒粒子のサイズが均一でないという不都合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、前記の問題を解決するためになされたものであって、均一なナノサイ
ズの金属コア粒子を連続的に製造し、反応チャンバ上に電位制御が可能な面積を増加させ
て、コア粒子の表面に塗布されるシェル金属の厚みの均一性を改善する反応装置を提供す
ることである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、温度、圧力、電位差などの反応条件を実時間モニタリングし、生
成された触媒の濃度を測定することで、ＵＰＤ反応装置で生成される触媒の品質をモニタ
リングし制御するＱＣ装置を共に提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のＵＰＤ反応装置は、上下動可能であり、伝導体からなり、作業電極として機能
する上部面と、前記上部面が内部で上下動可能であるように、上部面と形状が同一であり
、上部面の直径と内径が同一に構成され、伝導体からなり、作業電極として機能する壁面
と、前記上部面と対向し、壁面に連結された下部面と、基準電極及び電極に電圧を印加す
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る電源部、溶液注入部とを含むことを特徴とする。
【０００９】
　更に、前駆体の種類、前駆体の含量、反応液の種類、温度、圧力、電圧、生成物の濃度
を示すディスプレイ部を含み、このために、温度、圧力、電圧、生成物の濃度を測定する
センサーを含み、前記生成物の濃度を測定するセンサーは、赤外線光源と、赤外線光源を
感知する感知器とを備える。
【００１０】
　前記上部面は、電磁モータ、及び前記電磁モータに連結された駆動軸により、上下動可
能であり、手動でも調整可能であり、上部面の下部の溶液が上部面を通過して、上部面の
上部にすり抜ける複数のチャンネルを含み、前記チャンネルにはフィルターが含まれ、上
部面の上部の溶液が上部面を通過して、上部面の下部にすり抜ける複数のチャンネルを含
む。
【００１１】
　前記壁面には、壁面を貫通して、２以上の基準電極とカウンター電極とが設けられ、前
記壁面の内壁に、前記基準電極とカウンター電極が突出せず、前記壁面内の溶液と接触す
る基準電極及びカウンター電極の端部には、フィルターが位置する。
【００１２】
　前記下部面には、反応チャンバ内の溶液を混合する羽根車と、羽根車を駆動するなモー
タとが設けられ、羽根車と共に設けられるか、別に、反応チャンバ内の溶液を混合する平
板状又は凸状の超音波発生装置が設けられ、前記羽根車及び超音波発生装置は、前記下部
面に埋め込まれて、外部に突出しない。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のＵＰＤ反応装置によると、上部面及び壁面全体が作業電極として働き、電位制
御が可能な反応チャンバの面積を画期的に向上させて、触媒活性層の均一性を改善し、製
造された触媒粒子のサイズをムラなく製造することができる。また、反応チャンバ内の反
応物の含量、反応液の種類、印加電圧に関する実時間モニタリングが可能であり、触媒粒
子の製造過程に関するＱＣが可能であるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の１実施例によるＵＰＤ反応装置の構成を示している。
【図２】図２は、本発明の１実施例によるＵＰＤ反応装置の上部面の側面図である。
【図３】図３は、本発明の１実施例によるＵＰＤ反応装置の上部面の上部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明のＵＰＤ反応装置は、上下動可能であり、伝導体からなり、作業電極として機能
する上部面と、前記上部面が内部で上下動可能であるように、上部面と形状が同一であり
、上部面の外部が壁面の内部と接触し、伝導体からなり、作業電極として機能する壁面と
、前記上部面に対向して設けられ、壁面に連結される下部面と、基準電極及び電極に電圧
を与える電源部、溶液注入部とを含むことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明のＵＰＤ反応装置は、前駆体の種類、前駆体の含量、反応液の種類、温度
、圧力、電圧、生成物の濃度を示すディスプレイ部を含み、このために、温度、圧力、電
圧、生成物の濃度を測定するセンサを含み、前記生成物の濃度を測定するセンサは、赤外
線光源と、赤外線光源を感知する感知器とを含むことを特徴とする。
【００１７】
　前記ＵＰＤ反応装置を、各装置の構成別に説明すると、以下の通りである。
【００１８】
　図１に示しているように、本発明のＵＰＤ反応装置は、上部面１０と、壁面２０と、下
部面３０と、基準電極２０１と、カウンター電極２０２と、上部面を動かす移動軸１０１
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と、下部面で反応装置の内部を混合する超音波発生装置３０１及び羽根車３０２とを含む
。前記ＵＰＤ反応装置は、装置内反応に関与せず、且つ、酸化反応により、耐酸化性に優
れた素材からなり、チタン、ニオビウム、及び黒鉛のうち、１以上の素材で製造するのが
望ましく、特に、チタン又はニオビウムで製造するのが望ましい。
【００１９】
　本発明によるＵＰＤ反応装置において、前記上部面１０についてみると、上部面１０は
、壁面２０の内部で上下動可能であり、且つ、作業電極の役目を果たし、このために、上
部面１０の形状は、壁面２０と同一であり、上部面の外部が、壁面の内部に接触して構成
される。上部面１０の上下動は、電磁モータ１０２により自動に駆動されてもよく、手動
で移動可能に構成することもできる。前記上部面１０の上下動手段は、当該分野にて一般
に使用されるものであって、特に限定されない。本発明において、前記上部面１０は、反
応チャンバでＵＰＤ反応が開始されるとき、開始前の位置から下部に移動して、反応チャ
ンバの反応容積を減少することになり、この場合、反応容積の減少による反応物間の間隔
が急激に減少して、反応物間の均一な反応を誘導することになる。この過程において、前
記上部面１０が下部に移動する際、上部面１０の下部の溶液が上部面を通過して、上部面
の上部にすり抜けるように、複数の第１のチャンネル１０３が、図１及び図２に示してい
るように、上部面１０に設けられ、この場合、溶液内に存在する粒子状物質は、前記上部
面１０の下部に配置され、溶媒だけが上部面１０の上部に移動しなければならないので、
前記チャンネルには、フィルター１０６が形成される。該当フィルター１０６は、粒子状
物質は通過せず、溶媒だけを通過すれば済むので、液状の物質が通過可能な高分子又は金
属からなり、本発明では、耐腐食性及び非活性に鑑みると、チタン、ニオビウム、金、白
金などの貴金属類又はカボンを含む物質であるのが望ましい。本発明の上部面１０の構成
で考えるべき事項は、上部面１０が上部に移動する場合である。この時にも、下部に移動
する場合と同様に、上部面１０の上部に存在する溶媒が上部面１０を通過して、下部に移
動しなければならない。前記で記載した上部面１０が下部に移動する際、溶媒が通過する
チャンネルの場合、チャンネル内に粒子状物質を濾すフィルターがあって、溶媒が早く通
過しないため、上部面１０が下部に移動する時に、溶媒が通過するチャンネルとは別の第
２のチャンネル１０４が必要である。そこで、本発明では、図２に示しているように、前
記上部面１０に、上下動によって溶媒が通過する別の第１のチャンネル及び第２のチャン
ネルが設けられる。図３は、上部面１０の上部断面を示すもので、移動軸１０１が上部面
１０に連結され、その連結部品を取り囲む一定の部分内に、図１及び図２のように、第２
のチャンネルの蓋体１０５を設けることにより、下部に移動する時は、第２のチャンネル
１０４を覆い、上部に移動するときは、手動又は自動で第２のチャンネルを開放する。
【００２０】
　本発明において、前記反応チャンバの壁面２０は、図１に示しているように、上部面１
０を収容し、且つ、上部面１０が壁面２０の内部で上下動するために、上部面１０の形状
と同一であるべきであり、上部面１０の外部が、壁面２０の内壁に接触して設けられる。
【００２１】
　本発明でのように、ＵＰＤ反応を行うためには、作業電極、基準電極、カウンター電極
が必要であり、作業電極の場合、前述したように、上部面１０及び壁面２０からなり、残
りの基準電極とカウンター電極は、上部面、下部面、壁面などに別に形成することができ
る。本発明の１実施例を示す図１では、壁面に、前記基準電極２０１とカウンター電極２
０２を設け、ここで、基準電極２０１及びカウンター電極２０２は、壁面２０を貫通して
、いずれも２以上設け、前記壁面２０の内壁に、前記基準電極２０１とカウンター電極２
０２が突出せず、前記壁面２０内の溶液と接触する基準電極２０１及びカウンター電極２
０２の端部には、フィルタが位置して、粒子状物質が電極と接触するか、外部に流出する
ことを防止する。本発明の１実施例を示す図１では、壁面に複数のカウンター電極２０２
が形成され、１つの基準電極２０１が位置する。また、本発明の壁面２０には、前記の電
極の他にも、生成物の濃度を測定するための赤外線光源(図示せず)と、光源を感知する感
知器(図示せず)とを設ける。本発明で生成された粒子状物質に赤外線を放出すると、前記
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粒子状物質により光の散乱が発生し、このように散乱された光を赤外線感知器が感知して
、粒子上物質の濃度を測定する。本発明の赤外線感知器及び赤外線光源は、市販の製品を
用いて構成することができる。
【００２２】
　本発明のＵＰＤ反応装置における下部面３０は、前記上部面１０と対向して位置し、壁
面２０に連結される。下部面３０には、反応チャンバ内の溶液がムラなく分散されるよう
に、羽根車３０２と超音波などの分散装置が更に設けられる。これに関して、前記下部面
３０の底には、羽根車３０２が突出しないように、底内に埋め込む形態で形成され、羽根
車３０２は、前記下部面３０内に内蔵したモータに連結して形成される。前記下部面３０
には、羽根車３０２の他にも、超音波発生装置３０１が共に設けられるか、羽根車３０２
に代えて形成することができ、この場合、超音波発生装置３０１は、直進型の凹状よりは
、拡散型の凸状又は平面状に形成するのが望ましい。
【００２３】
　本発明における前記反応チャンバは、電極に電圧を印加する電源部と溶液注入部を含み
、前記電源部と溶液注入部は、前記反応チャンバの上部面１０、壁面２０、下部面３０の
いずれか１つに位置する。電源部の場合、上下動する上部面１０よりは、固定している壁
面２０又は下部面３０に位置するのが望ましく、溶液注入部は、上部面１０又は壁面２０
に設けることができ、上部面１０が上部に移動しながら、壁面２０と上部面１０の離隔空
間が生成される区域に、溶液注入部を位置するのが望ましい。
【００２４】
　本発明においては、前駆体の種類、前駆体の含量、反応液の種類、温度、圧力、電圧、
生成物の濃度を示すディスプレイ部を含み、前記ディスプレイ部は、前記上下動する上部
面１０と区分して、上下動せず、上部面１０の縁(外部面)、又は壁面２０の外部面に位置
することができる。前記ディスプレイ部は、ＬＣＤで形成するのが望ましい。前記ディス
プレイ部に示される前駆体の種類及び含量、反応液の種類は、事前に入力するようになっ
ており、このために、ディスプレイ部に連動したキーパッドが共に設けられる。また、事
前に入力される項目の他に、温度、圧力、電圧を測定するためのセンサが、反応チャンバ
内に設けられる。温度、圧力、電圧測定センサは、通常の装置を用いることができる。
【符号の説明】
【００２５】
１０: 上部面
１０１: 移動軸
１０２: 電磁モータ
１０３: 第１のチャンネル
１０４: 第２のチャンネル
１０５: 第２のチャンネルの蓋体
１０６: フィルター
２０: 壁面
２０１: 基準電極
２０２: カウンター電極
２０３: 電源
３０: 下部面
３０１: 超音波発生装置
３０２: 羽根車
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